
 

社会福祉法人日本点字図書館は、本間一夫文化賞の選考委員会

（委員長：社会福祉法人恩賜財団済生会 炭谷茂 理事長）で、第

17 回受賞者に、日本盲教育史研究会 事務局長の岸博実（きし・

ひろみ）氏を決定しました。 

岸氏は、京都盲唖院の後身・京都府立盲学校に 1974 年から在職

し、教員を務めるかたわら、同校をはじめ、全国各地に埋もれた

近代における多くの盲関係史料の発掘と、収集に基づく地道で精

力的な研究態度によって、盲教育史に大きな成果を修めていらっ

しゃいます。また、2020 年には日本点字図書館発行の「点訳通信」

（点字版）の原本を入手しご寄贈いただくなど、現在も精力的に

研究活動を続け、視覚障害文化に多大な貢献をされています。 

本間一夫文化賞は、2003 年 8 月に他界しました日本点字図書館創立者、本間一夫を記念

して 2004 年より設けられた賞であり、毎年、視覚障害者の文化・福祉・教育の向上に貢献

した個人・団体に贈られます。社会福祉法人読売光と愛の事業団様には第１回から受賞者

決定に関する記事の全国紙への掲載と、記念品のご協賛をお願いし、長きに渡り多大なお

力添えをいただいております。10 月 7 日の読売新聞紙上の記事掲載をもって発表とさせて

いただいております。 
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 社会福祉法人 読売光と愛の事業団 
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第 17 回「本間一夫文化賞」の決定について 

―日本盲教育史研究会 事務局長の岸博実氏― 



（後援） 

 公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会 

 社会福祉法人 日本盲人福祉委員会 

 社会福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会 

 社会福祉法人 朝日新聞厚生文化事業団 

 社会福祉法人 ＮＨＫ厚生文化事業団 

 公益財団法人 毎日新聞東京社会事業団 

 株式会社 毎日新聞社 点字毎日部 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【 社会福祉法人日本点字図書館について 】 

1940 年本間一夫により創設。点字図書・音声図書の製作・貸し出し、視覚障害者用具の

販売等の事業、自立訓練（機能訓練）事業および指定特定相談支援事業を行なう日本最大

の視覚障害者情報提供施設。視覚障害者情報総合ネットワーク 「サピエ」の管理も行なっ

ている。 
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